
ファブ社会とは：

インターネット環境を前提とした、新たなモノ (およびモノのデータ) の
企画・設計・生産・流通・販売・使用・再利用が前景化する社会

ファブ社会における中心的な課題は：

インターネット上の「デジタルコンテンツ」の文化と、物理的な
「製造」にまつわる諸制度の混濁
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田中構成員提出資料



Before INTERNET
(インターネット前)

After INTERNET
(インターネット後)

After DIGITAL FABRICATION 
(デジタル・ファブリケーション後)

デジタル・ファブとデジタル輸送製造と物流 インターネット販売と物流

デザイン

製造

梱包

物流

マーケット調査

材料

販売

フィードバック

デジファブ化
デジタル輸送

デジタル化
ネット処理

コストダウン

コストダウン

デジタル化
ネット処理

デザイン

製造

梱包

物流

マーケット調査

販売

フィードバック

材料

デザイン

製造

梱包

物流

マーケット調査

販売

フィードバック

材料

従来の産業 製造と梱包が、
より効率的に

物流、調査、
販売、評価が
デジタル化、
ネット上へ移行



モノづくりの自律・分散・協調

趣味・
小さなマーケット

工場
（企業）

消費者
（個人）

製品・
サービス

生産者
（個人）

生産者
（個人）

工場
（企業）

工場
（企業）

消費者
（個人）

消費者
（個人）

従来型

ユーザーイノベーションの
取り込み

ハッカブルな
製品

既存マーケット 既存マーケット

製品と製品の交換

マスカスタ
マイゼー
ション

新たなマーケット ロングテール市場の
拡大、グローバル化

現在のモノづくり ファブ社会のモノづくり

完成品を販売・購入 データやアイディアが、さまざまな主体の上を
柔軟に流通



Own Risk and Best Effortなモノづくりによる
新しいビジネス領域の創出

製造

部品・材料流通・小売り

エンドユーザー

デザイン
ノウハウ
設備

デザイン
ノウハウ
設備

デザイン
ノウハウ
設備

意見・要望
所在・状態

デザイン・ノウハウ
設備

デザイン
ノウハウ
設備

SCM

CRM
個人向け

EMS

BPR

共同配送

協調製造

修理・
保守

プロセス
設計

消耗品
共有

リサイクル・
リユース

個別化ファブによる「もの」づくりの裾野が広がり、
アイディアやデータが有機的に結合することで、新しいビジネス領域が創出される

設計の
評価

省エネ・循
環型

危機管理



1. 技術
モノと素材のデータ表現、デジタルファブリケーションとの直結、
物質輸送に代わる遠隔転送、IoT（インターネットにつながるモノ)

2. コミュニケーション 文化
(国境を超えて) 離れた場所がつながる、地域をつながる（グローカルな連携）、

人と人とがつながる(SNS)、モノを通じてコミュニケーションする

3. 経済
生産者と消費者の交差、「余白」を残した「進行品」、生活者視点のモノとサービス、
ハードウェア・スタートアップ、個人(メイカー)と企業(メーカー)の協働

情報基盤有識者WG 第１回、第２回 まとめ



ファブ情報基盤概況 ファブ情報基盤構成

• ファブ情報基盤は４つの階層によって構成される

アイディアの交換

データの交換

工作機械の
ネットワーク化(M2M)

出力物のトレース・
トラッキング



標準化の動き(1)  3Dプリンタ用の3Dデータ (AMF)

STLの内容をすべて含んでXML化

新たな拡張
（形状だけではなく材料情報）



標準化の動き(2)  異なる種類・メーカーの工作機械

G-CodeからEDFF 
(eXtensible Digital Fabrication 
Formatへ)

統合CAM (FabModule)



標準化の動き(3)  Industry4.0, スマートファクトリー





RFID × デジタル生産
3Dプリンティングに代表されるデジタル生産は「個別一品生産」であるため、「個体識別」と
相性が良い。複雑な立体形状であるためバーコードが貼れない、そのためタグ埋め込みと
相性が良い。



標準化の動き(4)  RFIDに関するONS(Object Name Server)とPML



有識者ワーキンググループ（情報基盤）
• 【アジェンダ】

• 第１回 ファブ情報基盤の概況

• 第２回 実装上の課題整理

• 第３回 国際標準化に向けた課題
• 【検討メンバー案】

• 座長

• 田中浩也（慶應義塾大学）

• 委員

• 小林 茂（情報科学芸術大学院大学 ）：開発環境・ツール

• 古川英光（山形大学）：素材

• 伊藤純（ローランドディー.ジー株式会社）：3Dプリンタ

• 林田大造（JSR株式会社）：3Dプリンタ

• 小箱雅彦（株式会社PFU）：イメージスキャナー

• 田邊集（凸版印刷株式会社）：デジタルアーカイブ

• 瀧田佐登子（一般社団法人Mozilla Japan）：情報基盤

• 齋藤 和行（シーメット株式会社）：情報基盤

• 風間博之（株式会社NTTデータ）：情報基盤



ファブ情報基盤概況 モノにモノのあらゆる情報を持たせる

• ファブ社会を支える情報基盤として、モノ自体に、そのモノが持つあらゆるデータを持
たせることが考えられる。

• モノ自体が、モノの情報を持つことで、コラボレーションによるモノづくり、ファブ社会で
の知財・製造物責任・品質保証の実現、モノづくり教育への応用が期待できる。

３Dデータ

素材データ

ライセンス情報
（著作者、ライセンス）

レシピ情報

加工データ
（G－code）

複合製造データ
(ファブスクリプト)

固体認証ID

社会情報

基本情報

製造情報

デザインツール
デジタル
ファブリケーション

３Dデータを拡張し、標準化することでモノ自体にモノのあらゆる情報を持たせる。

拡張部分

ファブカプセル（.fab）

流通データ 流通情報



オープン／クローズ戦略

ファブカプセル

３Dデータ

素材

加工データ

複合製造データ

”すりあわせ・組みあわせ・掛け合わせ“で
モノを作る。
その摺合せ型、加工データ、複合製造デー
タがモノづくりのノウハウになる。

３Dデータ

素材

ファブリケーター

複合製造
データ

す
り
合
わ
せ

加工データ
組
み
合
わ
せ
・

掛
け
合
わ
せ

モノづくりの過程で発生した、データをモノ
そのものに持たせる（ファブカプセル）。
ただし、その公開／非公開は設定可能
にすることで、ノウハウの共有・秘匿の双
方を可能にする。

公開
ON OFF



オープン／クローズ戦略

３Dデータ

素材データ

ライセンス情報
（著作者、ライセンス）

レシピ情報

加工データ
（G－code）

複合製造データ
(ファブスクリプト)

固体認証ID

ファブカプセル項目案

流通データ

社会情報

基本情報

製造情報

流通情報

３Dデータ

素材データ

ライセンス情報
（著作者、ライセンス）

加工データ
（G－code）

固体認証ID

流通データ

データを共有・流通化させること
を前提に標準化。

レシピ情報

複合製造データ
(ファブスクリプト)

標準化

各社独自仕様

高品質のモノを製造するための摺合せノウハウ
（素材、機器の調整情報、機器連携）につ
いては、個々の企業で定義した独自仕様に。
ただし、ファブカプセルの仕様としては、それらの
データをモノに持たせることを想定する。

ファブカプセル項目案



ディスカッション結果 ファブ社会でのJapan Quality
• ファブ社会では、高品質なデータ、素材、ファブリケーターを提供し、すり合わせることで、
「最高品質のモノ」を作ること、今までにない組み合わせ、掛け合わせで「まだ世の中に
ないモノ」をつくる２つの軸が考えられ、その２つが交わるところをファブ社会でのJapan 
Qualityと定義できる。

今までにないデータ、素材、
ファブリケーターの組み合わせ、
掛け合わせで、『まだ世の中
にないモノ』を発明する

高品質なデータ、素材、ファブリケーターを、組
み合わせ、条件に合わせて調整して（すり合

わせて）、『最高品質のモノ』を作る。

素材
（高品質な素材）

ファブリケーター
（高性能の機器）

３Dデータ
（丁寧な設計）

ファブ社会での
Japan Quality従

来
のJa

p
a
n
 Q

u
a
lity

イノベーションの可能性



GEがジェットエンジンの3Dデータを無償公開

教材として



Honda 歴代コンセプトカーの3Dデータ公開



オープン3Dデータ：STEM教育関連動向



スミソニアン博物館



メトロポリタン博物館



メトロポリタン博物館



メトロポリタン博物館



メトロポリタン博物館



大英博物館（イギリス）



国立衛生研究所(NIH)



アメリカ航空宇宙局 （NASA: National Aeronautics and Space Administration)



「触れる教材」という視点



有識者ワーキンググループ（情報基盤）

•世界の動向(AMF, Industry2.0, FabModulesなど)を概観

• 『4層ネットワークモデル』『ファブカプセル』を紹介

• オープン／クローズ戦略に留意しつつも、各項目での標準化を進める
ことでおおむね一致

• さまざまな状況に応じた複線的なシナリオによる活用

• 「地域におけるファブ情報基盤」についてさらに議論を深める

•大局観と方向性を示し、具体的な標準化活動はコンソーシアム等を
想定
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